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ント運営で来場者にたいして心温まる接遇を
するといった、“人と人のつながり”を大切に
する同社らしいアイデアだ。
　近年、空間を訪れる人に特別な体験を提供
するためのしくみが求められることが多い。新
しい発想を常に続けるという難しい課題に応
えるために必要なのは、引き出しの多さだとい
う。

ターの上には、アメリカに合う屋外のもの、と
いうことでテントを張った。使い回しが効き施
工も容易で、イベントでの利用が増えている
ファブリック、そして屋外用テントも実は同社
が推しているアイテム。う
まくデザインに落とし込ん
でいた。

　プロジェクトマネジメントを担当する上野茂
俊さんは「これでどうですか、と提案するより、
クライアントと一緒につくることが重要。そし
ていいものをつくるには
遊び心もポイントなん
です」と語った。

困った場合に基点(起点 )にもなる。これをコ
ンセプトに、空間全体の見えるもの・聞こえる
ものを全て『一つの風景』としてデザインした。」
とアートディレクターの河合雄介さん。「モノ
語りのあるコトづくり」を
常に意識する同社らしい
ブースになっていた。

最後の一瞬が大事、といった空間による体験
づくりのポイントを披露した。
　また、海外からのゲストも登壇し、海外イ
ベント・展示会事情、海外出展サポートにつ
いてのトークショーも実施。会場に集まったイ
ベントのプロたちのココロ
もぐぐっと掴んでいた。

ロファイルという接続のためのパーツを差し
込みネジ回すだけで施工できる。工具で締め
直す必要もない。施工の労働力不足や働き方
改革にも貢献し、スタッフはデザインワークや
コンセプトづくりに注力できそうだ。

　展示会・公共空間・商業施設の空間デザイ
ンやイベント運営を手がけるフジヤは、空間プ
ロデュース出版社“FUJIYA文庫”を、コン
セプトにブースを構え、エプロンをかけた書店
員スタイルで来場者を迎えた。
　これまでに、薬局、バーと毎回異なる空間
を展開している自社出展ブースについて、第
1イベントコミュニケーション事業本部副本部
長の金本謙二さんは「クライアントでも最初は
弊社のブースと気付かないこともあるくらいで
す。ディスプレイ会社という枠を超えた存在と
して、来場者の興味をひきつけるのが狙いで
す。今回は、さまざまな業界企業の多様な空
間づくりを国内外のあらゆる場所で行う弊社
の引き出しの多さを、書店にならぶいろいろな
書籍に見立てました」と説明する。
　アテンドする社員が店員さんに扮している
のも、プランニングから次回の提案まで、ワン
ストップでクライアントに寄り添う姿勢、イベ

　赤、白、黒のコーポレートカラーをベースに
自社ロゴとメッセージを中心に添え、事例の写
真を掲示したブースづくり。これまでのレプラ
スデザインの自社ブースは、どちらかといえば、
わかりやすさが主眼だった。
　今回は、背景が荒野に大型トレーラー、国
道脇にはネオン付き大型看板もある。よく見る
と看板には同社の事例写真が掲載されている
が、レイアウトもどこかアメコミ風だ。
　「これまでのイメージを変えようと思い、近
未来か70年代アメリカの2択だったのですが、
後者で正解でした。出来栄えに満足していま
す」と語るのは営業企画部の井坂拓己さんだ。
鮮やかな色合いのアメリカンデザインは、今
回採用した内照式ファブリックの壁面の明るさ
をうまく引き出していた。ブース中央のカウン

　素晴らしいデザインに出会ったときに、「こ
の会社につくって欲しい」なのか「この人に
お願いしたい」のか。
　イベント総合EXPOと併催の「第3回ス
ポーツビジネス産業展」での丹青社ブースで
は、所属するクリエイターの写真と名前を大
型スクリーンに映し出し、携わったプロジェク
トの３D画像をあらゆる視点から閲覧できると
いうしかけを提案した。実際にクリエイター指
名での仕事依頼も多いという。
　空間と技術の相乗をテーマに協業の場「港
南ラボ マークスリー」を運営するなど、丹青
社ではデジタル演出に注力している。今回の
出展では、３Dデザインのシミュレーターを体
感的に両手で操作するソリューションを展示。

　企業ロゴが印刷された紙袋が多い展示会場
で、“Tohgashop”というキオスクで、ビニー
ル袋にお土産を入れて配るブースがあった。
　トーガシのブースは、地下鉄のプラット
フォームを模した空間自体がメディアだった。
駅で見かける要素がパロディックにデザイン
される凝り様だ。電車の造作内には、週刊誌
などの中吊り広告が18種類。次駅表示は「企
業価値向上」、時刻表を模したモニターからは、
オリジナルの音楽まで流れている。
 　クリエイティブディレクターの小杉将史さ
んは、「展示会の設計・施工や什器レンタルだ
けでなく、ブランドプロモーションや、地方創
生の仕事も増えており、新しい層にも訴求し
たかった。」と話す。「クライアントにとって、
トーガシは全国へ出発・発進するための始点、

　自社の事業をエクスペリエンスデザインと
銘打って、空間プロデュースを行うジールア
ソシエイツのブースは、「ココロを"ぐぐっと"
掴む体験のつくりかた」をテーマに、プレゼン
テーションステージを中心した出展を行った。
セッションでは、アカツキライブエンターテイ
メントや面白法人カヤックとともに、てがけた
うんこミュージアムTOKYOの空間デザイン
などの作品を題材に “熱狂を生み出す体験デ
ザインの作り方を”など、イベントプランナー
向けのプレゼンテーションを実施した。
　登壇したエクスペリエンスデザイン室室長
の蜂谷亮平さんは「計算された面白さ」＋「新
しい◯◯」＋「期待を超える“予想外“」＝感
動体験に導くストーリーとして、来場者のマイ
ンドセット、期待感のつくりかた、最初のイン
パクトで心を掴む、別の世界をいざなう展開、

　洗練された空間デザインで、毎回自社ブー
スを設える東京造形美術が、今回はブースを
beMatrixで施工し、その構造の特長を前面
に押し出していた。
　展示ブースで多く用いられるオクタノルムと
の最大の違いは、八角形のポールがパネルか
ら凸らずにフラットな壁面がつくれること。「こ
れにより、大きなグラフィックをそのまま壁面
に貼れるようになります。展示会だけでなく
ポップアップショップなどにも使えます」と営
業推進部の垣田浩文さんは言う。木工造作や
内照式のファブリックなどとも自在に組合せら
れ、デザインの自由度が高い。壁面に抜けを
造ったり、透明なパネルを使いショーケースを
造ったりとデザイン上の工夫も可能だ。自由度
が高い分デザイナーの腕が試されそうだ。
　もう一つの特長が工具なしで、簡単に施工
ができること。フレームに空いた丸い穴に、プ

辞書、雑誌などの書籍を手広く取り扱う出版社 !?
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